
各パネリストが能越道について意見交換

輪島の「虎之介」による
豪快な太鼓演奏

石川・富山の交流人口拡大と両地域の経済活性化を目的に

「七尾氷見道路全線開通１周年記念能越道交流会議」

が開催されました！

能登町出身の写真家
梅佳代さんによる講演

七尾海陸運送(株)
川島常務

ひみ凰の会
谷内会長

――――   地域のパネリストの声 ――――

From Nanao

From Himi

能越道の整備によって、１日２往復だった
荷物の運送が３往復まで可能になり、稼働率
アップにつながっています。

能越道七尾－氷見間の開通によって、私た
ちと七尾市一本杉通りの振興会の皆さんとの
交流が始まりました。

他県ではなく、今は「お隣さん」という感
じで、ともに交流を図りたいと思っています。
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関連URL：記者発表資料 http://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/mb5_kouhou/press/h28/p0224_1.pdf

能越道開通後に、能登食祭市場の来場者数
と売上が増加し、富山県からの利用者が多く
なった印象です。また、和倉温泉は年間浴客
数が100万人を突破する見込みであり、金沢
－能登－富山の北陸トライアングルや昇龍道
といった観光ルートに期待しています。香島津

小田代表取締役

From Nanao

事前PR広告
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★お問い合わせ先★
国土交通省 北陸地方整備局 金沢河川国道事務所 副所長 杉 浩行
電話 076-264-8800（代表） ＦＡＸ 076-233-9631
金沢河川国道事務所ホームページ URL：http://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/
金沢河川国道事務所モバイルサイト（携帯サイト） URL：http://roadinfo.kanazawa-mlit.com/k/

関連URL：記者発表資料 http://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/mb5_kouhou/press/h28/p0304_1.pdf

●地域ボランティア３団体が国道１５７号の植樹帯やプランターの春花への植え替えを行いました！
国土交通省のボランティア・サポート・プログラム協定に基づく３団体（武蔵活性化協議会、南町通り商工会、金沢中心商店
街まちづくり協議会）と金沢市および金沢河川国道事務所が協働で、国道１５７号の武蔵から南町通りまでの植栽帯やプラン
ターの春花への植え替えを行いました。3月25日（金）に金沢中心商店街まちづくり協議会が
同様に春花への植替え作業を行う予定です。
花いっぱいで華やかになった道路を通行する際には是非ご覧ください。

団体名
（協定締結日）

武蔵活性化協議会
約４０名

（平成１５年９月２４日）

南町通り商工会
約６０名

（平成１５年９月２４日）

金沢中心商店街まちづくり協議会
約４０名

（平成１９年８月３日）

作業日 3月7日（月） 3月13日（日） 3月25日（金）予定

作業場所
武蔵交差点から上堤町交差点

約２８０ｍ

上堤町交差点から
香林坊二丁目交差点
（通称：南町通り）

約５６０ｍ

香林坊二丁目交差点から
片町一丁目（犀川大橋手前）

約７６０ｍ

植え込み本数 春花（パンジー）
約１６００株

春花（パンジー）
約１１００株

春花（パンジー）
約１０００株

●手づくり郷土賞の認定証伝達式が行われました！
３月１５日（火）、七尾市と同市和倉校区地域づくり協議会によって2008年から2012年の5年間に取り組まれた「和倉温泉ま
ちなか賑わい再生と景観づくり」が、国土交通大臣表彰「手づくり郷土賞」に選ばれ、七尾市役所にて、認定証伝達式が行われま
した。
七尾市和倉温泉への入り込み者数は、1991年の150万人をピークに年々減少し、2007年には83万人まで落ち込みました。同協
議会は、入り込み者数を回復するため、旅館や商店街、地域住民とともに活動に着手し、観光交流センターである総湯館を中心と
した６０．５ヘクタールの区画を「歩いて楽しむ温泉づくり」をスローガンに整備しました。無電柱化や温泉街の雰囲気にあった
歩道整備などに取り組んだ結果、昨年の入り込み者数は９４万人まで増加しました。
式では、国土交通省北陸地方整備局の小口浩企画部長から、不嶋豊和市長と同協議会の小田孝信会長に賞状とトロフィーが贈ら
れました。小口部長は「旅館、商店街、住民、行政が一体となって、街歩きのイベントやおもてなしの行事に取り組み、入り込み
者数の増加につながった」と評価されました。不嶋市長は「温泉らしい趣のある街並みに変わった。今後も官民一体となって、交
流人口の増加に取り組みたい」と述べられました。小田会長は「ソフト面の充実を重要視し、地域住民と一緒に振興活動に取り組
んできました。これからも、和倉温泉に二度、三度と足を運んでもらえるように頑張りたい」と喜びを語られました。

【和倉温泉 総湯館（わくたまくんオブジェ）】 【関係者による記念撮影】

武蔵

南町


